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新 しいマ クロライ ド系抗生剤RU 28965に つ いて,外 科領域感染症に対する臨床 効果 を検討 し,以

下の結果を得 た。

1.皮 膚 軟部 組織 感染 症(〓,感 染性 粉瘤,膿 瘍,蜂 巣 炎,乳 輪炎,創 感染)22例 に対す るRU

28965の 臨床成績は,著 効10例,有 効7例,や や有効5例 ,有 効率77.3%で あ った。

2.本 剤 に よると思 われる 自他 覚的副作用 は1例 も認め られ なかった。臨床検査値異常 は1例 に

S-GOT値 の軽度上昇が認め られたのみであった。

RU 28965は,フ ラ ン ス,ル セ ル ・ユ ク ラ フ社 で 開 発

された新 しい マ ク ロ ラ イ ド系 抗 生 剤 で あ り,erythromy-

cin(EM)の9位 を2-methoxyethoxymethyloximeで 置 換

した構造 を有 す る(Fig.1)。

本剤 の抗菌 スペ ク トラ ムはEMと 同様 で あ り,抗 菌 力

はEMと 同等 か若 干 劣 る1)。 一 方,胃 酸 抵 抗 性 に優 れ る

と同時 に吸収 が 良好 で,血 中 濃 度 の ピ ー ク値 はEMあ る

いはjosamycin(JM)の5～6倍 で あ る。 ま た血 中半 減 期 が

約7時 間 と他 のマ ク ロラ イ ド系 抗 生 剤 と比 較 して長 く,

体内で代謝 を受 け に くい特 徴 を も って い る 。

今回,本 剤 を外 科 領 域 感 染症 に使 用 した の で,そ の 成

績を報告 す る。

I.　対象 ・方法

本剤を外科領域感染症22例 に使用 した。対象 は男8例,

女14例,年 齢は17～72歳,平 均47.2歳 であった。本剤の

投与方法 は,1回100mg投 与例 が11例,1回150mg投

与例4例,1回200mg投 与例6例 および1回300mg投

与が1例 で,全 例 とも1日2回 食前 に経 口投与 した。投

与期間は3～12日 間,平 均6.8日 で,総 投与量は0.6～4.2

g,平 均2.0gで あ った。

疾患の内訳は,〓5例,感 染性粉瘤8例,膿 瘍3例,

蜂巣炎および乳輪炎各1例,創 感染4例 であった(Table

1)。

臨床効果 の判定 は著者 らが従来か ら用いている効果判

定基準 に従 った。 すなわち,著 効 とは3日 以内に2/3以

上の炎症症状 が消失 した場合,有 効 とは5日 以内に2/3

以上の炎症症状が消失 した場合,や や有効 とは7日 以内

に何 らかの炎症症状の改善が認 められた場合,無 効 とは

全 く炎症症状の改善が認め られないか,増 悪 した場合 と

した(Table 2)。

II.　臨 床 成 績

疾患 別臨床効果 は,〓5例 中著効,有 効各2例,や や

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965
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有 効1例,感 染性 粉 瘤8例 中 著 効4例,有 効1例,や や

有 効3例,膿 瘍3例 中著 効,有 効,や や 有 効 各1例,蜂

巣 炎 お よび 乳輪 炎 は いず れ も著 効,創 感 染4例 中 著効1

例,有 効3例 で,22例 中著 効10例,有 効7例,や や有 効

5例,有 効 率77.3%と な った (Table 3)。

ま た1日 投 与 量 別 臨床 効 果 で は,200mg投 与 (100mg

×2回)11例 中 著 効6例,有 効1例,や や有 効4例,有 効

率63.7%,300mg投 与(150mg×2回)4例 中著 効3例,

有効1例,400mg投 与(200mg×2回)6例 中 著 効1例,

有 効4例,や や 有 効1例,600mg投 与(300mg×2回)例

は 有効 で あ った (Table4)。

外 科 的 処 置 の 有 無 別臨 床 効 果 をみ る と,処 置 有 群18例

中 著効8例,有 効5例,や や 有 効5例,有 効 率72.2%,

処 置 無 群4例 は 全 例 著 効 あ る い は 有 効 で あ った (Table

5)。

22例 中17例 において菌検索が可能であ り,単 独菌感染

は11例 に,複 数菌感染 は6例 に認め られた。単独菌感染

は全例 グラム陽性菌 による もので除菌率100%で あった

が,複 数菌感染6例 中5例 はグラム陰性薗が関与 してお

り,除 菌率66.7%で あ った(Table 6)。

分離菌別臨床効果 をみ ると,単 独菌感染11例 中著効8

例,有 効2例,や や有効1例,有 効率90.9%で あるのに

対 し,複 数菌感染6例 中著効1例,有 効2例,や や有効

3例,有 効率 は50,0%あ った(Table 7)。

本剤投 与によると思われる自他覚的副作用は1例 にも

認め られなかった。

一方
,臨 床検査値異常 として1例 にS- GOT値 の軽度

上昇が認め られた。投 与前値37(KU>か ら投与10日後55

(KU)に 上昇 し,投 与終 了後42(KU)に 低下 したため,本

剤 との関係が疑われた(Table 8)。

Table 2 Criteria for evaluating effectiveness of an agent in surgical infections

Table 3 Clinical effect of RU 28965

Table 4 Clinical effect of RU 28965 classified by daily dose
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Table 5 Clinical effect of RU 28965 classified by presence of surgical treatment

Table 6 Bacteriological response of clinical isolates to RU 28965

Table 7 Clinical effect of clinical isolates to RU 28965
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III.　考 察

RU 28965はEMと 同様 の抗菌 スペ ク トラム を有 し,

グ ラム陽性 菌,Legionella,Chlamydiaな どに対 す るin

vitro抗菌力 もEMと ほぼ同等であ る。

一方
,本 剤は従来 のマクロライ ド系抗生剤 に比 し,低

用量 で数倍高い血 中濃度 を示 し,血 中半減期 は7～10時

間,尿 中回収率 は6～9%で ある1)。これは胃酸抵抗性 に

優 れることか ら,良 好 な吸収性お よび組織移行性 を示す

ものとされてい る1)。

一般 に外科領域において
,日 常遭遇する感染症の多 く

は皮膚軟部組織感染症 であ り,起 炎菌 としてはグラム陽

性菌が主体 をな している。従 って,本 剤の抗菌 スペ ク ト

ルや組織移行性か ら,こ の ような皮膚軟部組織感染症に

対す る有効性が期待 され,今 回22例 につ いて検討 した。

その結果,著 効10例,有 効7例,や や有効5例,有 効

率77.3%と なり,全 例 に何 らかの効果が認め られた。

1回100mg投 与 例 が11例 と半 数 を占め,有 効 率 は

63.6%で,1回150～300mg投 与例11例 の有効率90.9%

よ り低値 を示 したが,著 効率 を比較する と後者36.3%に

比 し,前 者 は57.5%と 高 いことか ら,本 剤 は低用量で も

効果が期待で きること,ま た今回の検討で は投与量 を増

量することにより,さ らに高い有効率が得 られた こと,

な どが考 えられ る。 このことは,本 剤 の良好 な吸収性 お

よび組織移行性 が反映 されてい るもの と考 える。

菌検索が可能であ った17例 か ら13菌種25株 の菌が分離

された。単独菌感染は全例 ダラム陽性 菌による もので,

11例 中著効8例,有 効2例,有 効率90.9%で あるのに対

し,複 数菌感染6例 は有効率50.0%と 低値 を示 した。こ

れ は,本 剤が ほとん ど抗菌 力 を示 さないE.coliを は じ

め とす るグラム陰性菌が,6例 中5例 に関与 しているた

め と考 えられる。

本剤 は全例に食前投与 されているが,消 化器症状など

の自他覚的副作 用は1例 にも認められなかった。 また1

回300mg 1日2回 投 与 された1例 に おい ても何ら異常

は認め られなか った。臨床検査値異常は1例 にS-GOT

値の軽度上昇が認め られたのみで,投 与終了後には軽快

していた。

以上のことか ら,本 剤は従来のマクロライ ド系抗生剤

より低用量で 同等の抗 菌力および良好 な組織移行性を示

す こと,ま た高い安全性 を有す ることから,外 科領域感

染症,特 に皮膚軟部組織 感染症の治療薬 として有用な薬

剤である と考える。
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We investigated RU 28965, a new macrolide antibiotic, its clinical efficacy and side- effects.

1. RU 28965 was given to 22 patients with skin and soft tissue infections. The results obtained were: excellent 10,

good 7 and fair 5 cases. The efficacy rate was 77.3%.

2. No side- effects due to RU 28965 were observed, but in the laboratory findings, elevation of S- GOT was noted in

one case.


